
媒介取扱暗号資産概要説明書
ド−ジコイン ビットコインキャッシュ チェ−ンリンク ステラル−メン

2026年6月8日 2026年6月8日 2026年6月8日 2026年6月8日
⽇本語の名称 ド−ジコイン ビットコインキャッシュ チェ−ンリンク ステラル−メン
現地語の名称 Dogecoin Bitcoin Cash Chainlink Stellar Lumens
呼称（⽇本語の名称と同じ場合は−表記） Dogecoin − − ステラ

ティッカ−コ−ド（シンボル） DOGE BCH LINK XLM
発⾏開始（年、⽉、⽇） 2013/12/6 2017年8月1日 2017年9月19日 (ICO) 2014年7月31日
時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $51,302,487,303（2025年1月8日現在） $7,171,212,004 $11,235,767,794 $4,066,023,249
時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥8,107,512,621,662（2025年1月8日現在） ¥1,073,681,164,439 ¥1,700,421,097,943 ¥615,351,958,503.66

主な利⽤⽬的 送金、決済、投資 送金、決済、投資

①オラクルサ−ビスを提供するノ−ドオペレ−タ−への支払用途
②オラクルサ−ビスを提供するノ−ドオペレ−タ−の担保用途。ノ−ドオペレ−タ−が適切な
オラクルサ−ビスを提供しない場合は、ペナルティとして、担保に供していたLINKが没収
される。

③ステ−キング

個人、中小企業向け送金、決済、投資

利⽤制限の有無 なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり あり

店舗等の利⽤制限の有無 なし なし なし なし

利⽤制限を⾏う者の属性 − − − −
利⽤制限の内容 − − − −

⼀般的な性格 分散型の価値保有・価値移転の台帳デ−タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う
記録者への対価・代償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳デ−タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う
記録者への対価・代償として発行される暗号資産。

Chainlinkのオラクルサ−ビスのノ−ドオペレ−タ−への支払及び担保用途として発行された
暗号資産

一般人、中小企業、中小金融機関の間で直接的に資金を移動可能なプラットフォ−ムを利
用するための暗号資産

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第 1号 第1号 第1号 第1号
2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 − − − −
発⾏暗号資産に対する資産（⽀払準備資産）の有無および名称 なし なし なし なし

発⾏者に対する保有者の⽀払請求権（買取請求権） − なし なし なし

⽀払請求（買取請求）による受渡資産 − − − −
発⾏者が保有者に付与するその他の権利 なし なし なし なし

発⾏者に対して保有者が負う義務 なし なし なし なし

価値の決定 保 有者間の⾃由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 なし なし なし なし

価値移転、保有情報を記録する電⼦情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン
保有・移転記録台帳の公開、⾮公開の別 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 Scryptアルゴリズムを用いたプル−フオブワ−ク 保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用している為、公開されているが、
移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用している為、公開されているが、
移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用している為、公開されているが、
移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

利⽤者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タを特定し、
記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タと特定し、
記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タと特定し、
記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タと特定し、
記帳する

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of work
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合

意する必要があるが、その合意形成方式）の1つであり、一定の計算量を実現したことが
確認できた記録者を管理者と認めることで分散台帳内の新規取引を記録者全員が承認する

方法

Proof of work
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の二重取引を排除するための合意形成方式）の

一つであり、そのときのナンスのタ−ゲット以下のブロックハッシュであるブロックを各
自のノ−ドが任意に取り込み、最も計算量の多いチェ−ンを正当と見なす。

Proof of Stake Stellar Consensus Protocol

誕⽣時に技術的なベ−スとなったコインの有無とその名称
（アルトコインのみ）

LTC BTC ETH XRP

取引単位の呼称 DOGE

1 BCH= 1,000m BCH ｍ：ミリ
1 m BCH=1,000μ BCH μ：ミクロン
1 μ BCH=1bits bits：ビッツ
1 bits=100satoshi

LINK XLM

保有・移転記録の最低単位 0.00000001 DOGE 1 satoshi（= 0.00000001 BCH） 0.000000000000000001 LINK 0.0000001 XLM
交換可能な通貨⼜は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 − なし なし なし

制限内容 − - - -
交換市場の有無 あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし

価値連動する資産等の名称 − − − −
価値連動する資産等の内容 − − − −
価値連動する資産との交換の可否 − − − −
価値連動する資産との交換⽐率 − − − −
価値連動する資産との交換条件 − − − −
その他の付加価値（サ−ビス）の有無 なし なし あり あり

付加価値（サ−ビス）の内容 − −

Chainlinkはスマ−トコントラクトと外部デ−タのブリッジを担う分散型のオラクルネット
ワ−クである。Chainlinkのオラクルネットワ−クを活用することで、スマ−トコントラクト
を、市場デ−タ、イベント、決済などの重要な外部デ−タに接続することが可能となる。
また、デ−タフィ−ドやその他のAPIを持っている人なら誰でもChainlinkネットワ−クに参
加して、取得したデ−タをスマ−トコントラクトに提供することができる。

DEXの提供（StellarX：https://www.stellarx.com/）

過去3年間の付加価値（サ−ビス）の提供状況 − −

過去3年間の付加価値の提供状況として、ChainlinkはEthereum Classic、Polkadot、Tezos
などの多数のブロックチェ−ンプロジェクトにオラクル機能を提供していることを確認し
た。また、2024年4月30日時点でChainlinkネットワ−クで94のノ−ドが稼働していることが
確認できる。

安定したサ−ビスが続いている

発⾏者 − なし あり あり

発⾏主体の名称 プログラムによる自動発行 プログラムによる自動発行 SmartContract Chainlink Limited SEZC ステラ開発財団（https://www.stellar.org/）
発⾏主体の所在地 − − MAPLES, PO BOX 309, UGLAND HOUSE, GEORGE TOWN KY1-1104, Cayman Islands 米国・カリフォルニア州

発⾏主体の属性等 − − 民間企業 非営利団体

発⾏主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理

SmartContract Chainlink Limited SEZCは、外部のデ−タソ−スとパブリックブロックチェ−
ンのブリッジを担うオラクルの提供を目的に設立された。同社は、スマ−トコントラクト
が外部デ−タを取得する際に、その正確性がデ−タの供給元の信頼に依存するという「オ
ラクル問題」を分散型のオラクルネットワ−クであるChainlinkの構築によって解決するこ
とを目指しており、また、同社はChainlinkの開発のため、2017年9月にICOを実施し、約
3,200万ドルの資金調達を実施している。

ステラ開発財団（https://www.stellar.org/）

発⾏暗号資産の信⽤⼒に関する説明

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェ−ンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術に
よる記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

最も計算量の多いチェ−ンを正当とみなす作業証明により信用を担保している

LINKは、イ−サリアムのプラットフォ−ムを利用して作られたERC−20ト−クンであるた
め、イ−サリアムの信用力に依存する。イ−サリアムは多数の記録者による多数決をもっ
て移転記録が認証される仕組みと、ブロックチェ−ンによる保有・移転記録の管理とその
記録の公開によって信用力を高めている。また、LINKは実際にホワイトペ−パ−通りに運
営されており、記録者による記録が継続され、市場で取引されているという実績がある。

・オ−プンなネットワ−ク上で固有のStellar Consensus Protocolによって取引が承認さ
れ、暗号化技術による堅牢なセキュリティ構造を有する ・取引が承認されるためにはバ
リデ−タ−（承認者）の合意が必要、承認された取引はグロ−バルに共有されたパブリック
な台帳に記録され、改ざん不可能

発⾏⽅法 分散型の価値保有・価値移転の台帳デ−タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う
記録者への対価・代償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳デ−タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う
記録者への対価・代償として発行される暗号資産

LINKはERC677ト−クンとして、2017年9月19日のICO時点で1,000,000,000LINKが
Ethereumブロックチェ−ン上で全量発行された。

参照先：

https://xangle.io/project/LINK/full-disclosure（2020年12月2日）
参照先：

https://messari.io/asset/chainlink/profile（2020年12月2日）
参照先：

https://coinmarketcap.com/currencies/chainlink/（2020年12月2日）

ICO、プログラムによる自動発行（2019年11月に終了）、プロジェクトへのエアドロッ
プ

発⾏可能数 発行上限なし 20,999,999.9769 BCH 1,000,000,000 LINK 50,001,787,366 XLM（2023年4月28日現在）
発⾏可能数の変更可否 − 可 不可 可

変更⽅法 − 発行プログラムの変更 − 発行プログラムの変更

概要説明書更新年⽉⽇
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変更の制約条件 − 分散型保有・移転管理台帳の記録者の95％以上の同意及び記録者によるプログラム修正
の実施

- −

発⾏済み数量 147,534,186,383.71 DOGE（2025年1月8日現在） 19,775,340 BCH 1,000,000,000 LINK 50,001,787,366 XLM（2023年4月28日現在）

今後の発⾏予定または発⾏条件

ブロック生成ごとに10,000DOGEが新たに発行される。
DOGEのインフレ−ションと仕組みについては、CoinMarketCapのDogecoinペ−ジにある
「Dogecoin Token Unlocks」にて確認することができる。
以下URL：
https://coinmarketcap.com/currencies/dogecoin/

− なし −

過去３年間の発⾏状況 問題なく発行されている。 − 過去3年間に新規発行はされていない −
過去３年間の発⾏理由 プログラムによる自動発行 ブロック生成時に発行 − −
過去３年間の償却状況 なし − なし −
過去３年間の償却理由 − − - −
発⾏者の⾏う発⾏業務に対する監査の有無 なし − あり −
監査を実施する者の⽒名⼜は名称 − − SigmaPrime −
直近時点で⾏われた監査年⽉⽇ − − 2019/5/1 −

直近時点における監査結果 − −
コントラクトのビジネスロジックの実装に関連する項目の監査を行った結果、

Informationalに分類される問題が4つ特定された。これらの問題は全て開発チ−ムによって
対処されている。

−

ブロックチェ−ン技術の利⽤の有無 あり あり あり あり

ブロックチェ−ンの形式 パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェ−ン技術を利⽤しない場合には、その名称 − − − −
利⽤するブロックチェ−ン技術以外の技術の内容 − − − −

価値移転認証の仕組み
・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を
確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値記録公開/⾮公開の別 公開 公開 公開 公開

保有者個⼈デ−タの秘匿性の有無 あり あり あり あり

秘匿化の⽅法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）お
よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改竄の動機を排除し、信頼性を確保す
る。

オ−プンソ−ス・ネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ
−ン）を用い、難易度の高い作業証明の蓄積されたチェ−ンが選択されることがコンセン
サスアルゴリズムによって規定されており、デ−タ改竄の動機を排除し、信頼性を確保し
ている。

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－ン）
および記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改窺の動機を排除し、信頼性を確保す
る。

PoSにおけるActive Validatorの数は、1,000,457であり（2024年4月30日現在）、世界各地
に分布しており、価値移転ネットワ−クは分散性が高い。

バリデ−タ−が取引についての投票を行い、合意が得られた取引については承認を行う事
により信頼性を確保する

記録者の数 552（2025年1月8日現在） 不定のため直近24時間・48時間・4日に機能した記録者数として以下を参照
https://bch.btc.com/stats/pool?pool_mode=year

Ethereumブロックチェ−ン上に発行されるERC20ト−クンであるため、記録者に関する情
報はEthereumに依存する。
Ethereumの記録者数（2024年05月14日）1,010,155
https://beaconcha.in/validators#active

44 アクティブノ−ド（2024年3月31日現在）

記録者の分布状況

US : 42%
DE : 19%
FR : 5%
CA : 3%
を中心に分布

アメリカ、アジア、ヨ−ロッパなど 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など https://stellarbeat.io/にて確認可能。主にアメリカ、ドイツ、シンガポ−ル

記録者の主な属性 誰でも自由に記録者になることができる。 誰でも自由に記録者になることができる
不特定。バリデ−タソフトウェアを有効化するために32 ETHをデポジット（ステ−キン
グ）することで誰でも自由に記録者になることができる。

−

記録の修正⽅法 なし 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。 −

記録者の信⽤⼒に関する説明
記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることに

よって、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎として

いる。

作業証明(Proof of Work)が最も多いチェ−ンが正しいという合意によって信用が維持され
ている

記録者（バリデ−タ−）には32ETHステ−キングすれば誰でもなることができるが、記録者
が悪意を持つ行動をおこなった場合、ステ−キングしたETHが一部または全部没収される
仕組みになっている

台帳プログラムに実装されている連合ビザンチン合意（FBA）のスキ−ムが台帳記録の信
用力を保証する。このスキ−ムは従来型のビザンチン合意のスキ−ムを応用したもので、
信頼できるノ−ドの集合体がトランザクションの承認を行えるようにすることで、XLMの
システムをより強固にByzantine Fault Toleranceなものとしている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし − あり −

監査を実施する者の⽒名⼜は名称 − − ＜go-ethereum＞TrueSec社
＜Prysm＞Quantstamp社 −

直近時点で⾏われた監査年⽉⽇ − − ＜go-ethereum＞2017年4月25日
＜Prysm＞2020年10月13日 −

その監査結果 − −
＜go-ethereum＞クリティカルな脆弱性は発見されなかった
＜Prysm＞4つのHigh Risk Issueが発見され、内3つは解決済みで、１つは解決不要という
判断となった。

−

（統括者に関する情報） − − − −
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし

統括者の名称 − − − −
統括者の所在地 − − − −
統括者の属性 − − − −
統括者の概要 − − − −

価値移転ネットワ−クの脆弱性に関する特記事項
多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を

用いることによって、記録台帳を改竄することができる脆弱性があり、51%攻撃とも呼ば
れる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を

用いることによって、記録台帳の改竄およびブロックチェ−ンデ−タの改変が可能になる

他のPoSを採用しているブロックチェ−ンと同様に、Ethereumの多数のバリデ−タ−（記録
者）が結託して取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログラムの改窺が可能で

あるが、記録者が十分に分散している状況では改窺は発生しにくいものと考えられる。

信頼するバリデ−タ−が意に反して結託した場合、台帳とデ−タは改ざんされる可能性があ
る

発⾏者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 − なし

発行者が破綻した場合であっても基本的にLINKはEthereumブロックチェ−ン上に残り正常
に稼働する。発行者が破綻した際の価格への影響は、破綻時のプロジェクトの進捗具合に

よる。Chainlinkネットワ−クが機能しなければ、LINKの用途も生まれないため、価格への
影響は大きいと考えられる。但し、SmartContract Chainlink Limited SEZCが開発を主導す
るChainlinkネットワ−クは既に多数のブロックチェ−ンプロジェクトに機能統合がされて
おり、世界最大規模の分散型オラクルネットワ−クにまで成長していることから破綻が起
きる可能性は低いと思われる。

なし

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 − −
ステ−キングプ−ルのLidoなど、バリデ−タ−の占有率が高い記録者が破綻した場合、価格の
下落が予想されるが、記録者の総数は100万以上存在し（24年4月現在）、世界各地に分
散されおり十分な分散性があるため、価値喪失の可能性は低い。

−

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
マイニングに参加するマイナ−が少なくなる、または取引が急激に増加した場合には、移
転の記録が遅延する恐れがある。

ブロック生成が遅れることによって記録遅延が生じる。

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。

ただしプロト・ダンクシャ−ディング（L2のデ−タ使用量を削減することでスケ−ラビリ
ティを向上させるアップデ−ト）など、この問題解決に向けて開発が進められている。

・信頼されるバリデ−タの大多数のネットワ−ク接続が失われた場合、接続が復活するまで
価値移転の記録が遅延する可能性がある

・信頼されるバリデ−タ−が互換性のないソフトウェアのバ−ジョンを使用した場合、大多
数のバリデ−タ−が互換性のあるソフトウェアに移行するまで、または、非互換のソフト
ウェアを使うバリデ−タ−を投票プロセスから除外するという設定をするまでは価値移転の
記録が遅延する可能性がある。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有デ−タの改竄、同一のDogecoinの異なる者と
の取引、複数の所有者が同一のDogecoin を同時に保有する状況などの不適切な状態に陥
ることを排除しているが、未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新た

に生じた脆弱性を利用し、デ−タが改竄され、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性
がある。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有デ−タの改竄、同一のBitcoin Cashの異なる
者との取引、複数の所有者が同一のBitcoin Cashを同時に保有する状況などの不適切な状
態に陥ることを排除しているが、未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などによ

り新たに生じた脆弱性を利用し、デ−タが改竄され、価値移転の記録が異常な状態に陥る
可能性がある。

Ethereum上にデプロイされたLINKのコントラクトに脆弱性があった場合に不正に資産が
盗み取られるリスクがある。ただし、これはスマ−トコントラクトの脆弱性に起因してお
り、またこれらはその他のERC20系暗号資産にも当てはまり、LINK固有の懸念点ではな
い。

−

過去に発⽣したプログラムの不具合の発⽣状況に関する特記事項 2013年、オンライン暗号通貨ウォレットプラットフォ−ムの「Dogewallet」へのハッキン
グで、オンライン上に保管されていた推計2100万DOGE($12,000相当)が盗難にあった。

2019年5月15日ハ−ドフォ−ク後バグ発生
https://cc.minkabu.jp/news/2557

LINKとしては不具合の発生は確認されなかった。
Ethereumにおいて2020年11月11日、コンセンサスアルゴリズムに関連するバグによって
一時的に約30ブロックの間スプリットが発生したが、翌日にはソ−スコ−ドの修正が完了
している。この際、一部のサ−ビスプロバイダが一時的にサ−ビス提供を停止したことが
確認できた。LINKへの影響は特になかった。

日本時間2019年5月16日に約67分間ネットワ−ク停止の不具合が発生した。現在は復旧・
解決済みであり、当該事故から現在までに同様の不具合は発生していない

⾮互換性のアップデ−ト(ハ−ドフォ−ク）の状況 なし
2018年11月16日 ABC系とSV系の分裂
2020年11月15日 ABC系とBitcoin Cash Node(BCHN)の分裂

LINKの基盤となるEthereumにおいて次の2つが発生している。
①2016年7月：DAO事件の際、ハ−ドフォ−クを実施
②2022年9月15日に大型アップグレ−ド「The Merge」の実施によりEthereum、
EthereumPoW、EthereumFairに分岐。ただし、LINKはEthereumのみサポ−トしている。

−

今後の⾮互換性アップデ−ト予定 なし なし アップデ−トを目的としたハ−ドフォ−クが不定期に予定されている なし

正常な稼働に影響を与えたサイバ−攻撃の履歴 なし とくになし。 とくになし。 とくになし。
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価格デ−タの出所
出所：CoinMarketCap
URL：https://coinmarketcap.com/ja/
基準日：2025年1月8日

出所：CoinGecko
URL:https://www.coingecko.com/
基準日：2024年10月17日

出所：CoinGecko
URL:https://www.coingecko.com/
基準日：2024年3月31日

出所：CoinMarketCap
URL:https://coinmarketcap.com/currencies/stellar/
基準日：2024年3月31日

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） $0.35（2025年1月8日現在） $362.76 $19.14 $0.14
１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ¥54.99（2025年1月8日現在） ¥54,330 ¥2,937.50 ¥21.35
ドル/円計算レ−ト（基準日付） ¥158.02 ¥149.77 ¥151.34 ¥151.34
四半期取引数量（現物、単位は百万円） 20,484 − − −

備
考

Dogecoin Foundationの活動状況については以下を確認する。

■ TrailMap :
https://foundation.dogecoin.com/trailmap/prologue/

■ ブログ :
https://foundation.dogecoin.com/blog/

・Coincheck社保有⽐率：0.555%（24年10⽉7⽇時点） ・Coincheck社保有⽐率：0.023%（24年4⽉9⽇時点） ・Coincheck社保有⽐率：0.254%（24年4⽉9⽇時点）

流
通
状
況



ライトコイン アバランチ シバイヌ ポルカドット

2026年6月8日 2026年6月8日 2026年6月8日 2026年6月8日
⽇本語の名称 ライトコイン アバランチ シバイヌ ポルカドット/ドット
現地語の名称 Litecoin Avalanche Shiba Inu Polkadot / DOT
呼称（⽇本語の名称と同じ場合は−表記） − - - −
ティッカ−コ−ド（シンボル） LTC AVAX SHIB DOT
発⾏開始（年、⽉、⽇） 2011年10月 2020年9月21日 2020/7/31 2020年5月26日 (メインネットロ−ンチ日)
時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $6,262,899,858 $11,270,332,446 $8,908,975,270 $1,982,593,691（2026年4月15日現在）
時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ￥974,788,631,448 ¥1,684,272,560,229 ¥1,279,507,028,277 ¥314,847,112,759（2026年4月15日現在）
主な利⽤⽬的 送金、決済、投資 送金、決済、スマ−トコントラクト 決済、ステ−キング ステ−キング、ガバナンスへの参加
利⽤制限の有無 なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり あり

店舗等の利⽤制限の有無 なし なし なし なし

利⽤制限を⾏う者の属性 − - - −
利⽤制限の内容 − - - −

⼀般的な性格 分散型の価値保有・価値移転の台帳デ−タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う
記録者への対価・代償として発行される暗号資産

Avalancheエコシステム利用時のネイティブ（共通）通貨として発行された暗号資産。
Avalanche C-chainではスマ−トコントラクトを作成または呼び出す際の取引手数料として
利用される。

Ethereumのブロックチェ−ン上で発行されたト−クン 分散型の価値保有・価値移転の台帳デ−タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う
記録者への対価・代償として発行される暗号資産

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第1号 第1号 第1号 第1号
2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 − - - −
発⾏暗号資産に対する資産（⽀払準備資産）の有無および名称 なし なし なし なし

発⾏者に対する保有者の⽀払請求権（買取請求権） なし - なし なし

⽀払請求（買取請求）による受渡資産 − - - −
発⾏者が保有者に付与するその他の権利 なし - なし なし

発⾏者に対して保有者が負う義務 なし - なし なし

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 なし - なし なし

価値移転、保有情報を記録する電⼦情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン
保有・移転記録台帳の公開、⾮公開の別 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用している為、公開されているが、
移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用しているため、公開されている
が、移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用しているため、公開されている
が、移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用している為、公開されているが、
移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

利⽤者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タと特定し、
記帳する

Avalanche C-chainは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した
移転デ−タを特定することで真正性の確認が可能。真正性の確認に必要な公開鍵は、ラン
ダムに生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成してい
る。

利用者の真正性の確認方法として、SHIBはEthereum上で発行されるERC20ト−クンであ
るため、Ethereumに依存する。Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、
利用者本人が発信した移転デ−タを特定することで真正性の確認が可能。真正性の確認に
必要な公開鍵は、ランダムに生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用す
ることで生成している。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タと特定し、
記帳する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of work
Scryptアルゴリズムを用いたプル−フオブワ−クの仕組みにより、Litecoinブロックチェ−ン
の維持管理に参加する者が、ブロック生成に必要な、およそ2分30秒（150秒）間隔で発
見可能な難易度に調整され、かつ完全に確率的で計算コストの掛かる特定のナンス

（nonce）を見つけ、Litecoinネットワ−クに対し伝播することをもって、維持管理参加者
が指定するアドレスに対してプロトコルから付与される。

Proof of Stake Proof of Stake

Nominated Proof of Stake
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の二重取引を排除するための合意形成方式）の

一つであり、記録者は報酬を得るためにDOTをステ−キングしており、記録者が合理的な
価値移転記録を行うようなインセンティブ設計によって信頼性を確保している。

誕⽣時に技術的なベ−スとなったコインの有無とその名称
（アルトコインのみ）

BTC なし ETH −

取引単位の呼称

1 LTC = 1,000m LTC（ｍ：ミリ）
1 m LTC = 1,000μ LTC（μ：ミクロン）
1 μ LTC = 1 bits（bits：ビッツ）
1 bits = 100 satoshi

1 AVAX = 1,000 mAVAX
1 mAVAX = 1,000 µAVAX
1 μAVAX = 1,000 nAVAX

SHIB DOT

保有・移転記録の最低単位 1 satoshi（= 0.00000001 LTC） 0.000000001 AVAX = 1 nAVAX 0.000000000000000001 SHIB 0.0000000001DOT(=1 Planck)
交換可能な通貨⼜は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 なし なし なし なし

制限内容 - - - -
交換市場の有無 あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし

価値連動する資産等の名称 − - - −
価値連動する資産等の内容 − - - −
価値連動する資産との交換の可否 − - - −
価値連動する資産との交換⽐率 − - - −
価値連動する資産との交換条件 − - - −
その他の付加価値（サ−ビス）の有無 なし あり なし あり

付加価値（サ−ビス）の内容 −
Avalanche C-chainはEVM（Ethereum Virtual Machine）との互換性があるチェ−ンであ
り、Ethereumと同様に新しいト−クン、NFTの発行やスマ−トコントラクト、DAppsの作
成ができる。

- ネイティブト−クンであるDOTをステ−キングすることにより、ガバナンスに参加した
り、Polkadotの運用に貢献し報酬を得たりできる

過去3年間の付加価値（サ−ビス）の提供状況 − オラクルネットワ−ク、レンディングプラットフォ−ム、ステ−ブルコインの交換プラット
フォ−ム等にサ−ビスを提供している。 - 下記サイトで公開されている

https://polkadot.network/launch-roadmap/

発⾏者 なし あり あり
初期発行はWeb3財団。以降はプログラムによる自動発行が行われている（以下は初期発
行時の情報を記す）

発⾏主体の名称 プログラムによる自動発行 AVA Labs,Inc. Ryoshi Web3財団

発⾏主体の所在地 − Avalanche (BVI) Floor 4, Banco Popular Building, Road Town, Tortola VG 1110, British
Virgin Island 不明 Reiffergässli 4 6300 Zug Switzerland

発⾏主体の属性等 − 営利企業 不明 非営利団体

発⾏主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理

Ava Labs,Inc.は、金融業界における共通の言語及び共通のインフラストラクチャとなり金
融市場を最適化することを目的とする。

また、この目的の達成後は独立した既存の金融製品/サ−ビスを一元化し、再現可能かつ拡
張可能な新たな形の製品やサ−ビスを構築し、金融業界全体のサ−ビスの提供コストと品質
が、安価で優れたものにする“資産/資本フロ−の機能化” を次なる目標として定める。

SHIBの初期開発はBTC同様、「Ryoshi」と名乗る匿名の開発者によってなされており、
個人・集団であるか等一切の情報が公開されていない。しかし、初期発行以降はコミュニ

ティ主導による開発・運営がなされていることに加え、発行主体による大量保有がなされ

ておらず、取扱いに特段の問題はないと判断している。

発行主体であるWeb3財団は、分散型Webソフトウェアプロトコル用の最先端のアプリケ−
ションを育成することをミッションとして掲げ、現在のウェブの世界（Web2.0）より進
んだ新しいウェブの世界（Web3.0）を提供することを目的として2017年に設立された。

発⾏暗号資産の信⽤⼒に関する説明

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェ−ンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術に
よる記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

Avalanche C-chainにおいてはオ−プンなネットワ−ク上でSnowmanコンセンサスによって
取引が承認され、暗号化技術による堅牢なセキュリティ構造を有する。また、取引が承認

されるためには確率論的に覆る事のない数のバリデ−タ−（承認者）の合意が必要であり、
承認された取引はブロックに記録され、改ざんは不可能となっている。

SHIBは、イ−サリアムのプラットフォ−ムを利用して作られたERC−20ト−クンであるた
め、イ−サリアムの信用力に依存する。
イ−サリアムは多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みと、ブ
ロックチェ−ンによる保有・移転記録の管理とその記録の公開によって信用力を高めてい
る。

また、SHIBは実際にホワイトペ−パ−通りに運営されており、記録者による記録が継続さ
れ、市場で取引されているという実績がある。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェ−ンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術に
よる記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

発⾏⽅法 分散型の価値保有・価値移転の台帳デ−タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う
記録者への対価・代償として発行される暗号資産

AVAXは2020年9月21日のICO時点で720,000,000AVAXを上限に360,000,000AVAXが発行
された。この際発行されなかったAVAXはMinting Functionという関数に従って発行され
る。

初期発行で全量発行済み
ネットワ−クプロトコルに基づき、2026年3月に導入された新規発行ル−ルに従って自動的
に発行される。

発⾏可能数 84,000,000 LTC 720,000,000 AVAX 1,000,000,000,000,000 SHIB 2,100,000,000
発⾏可能数の変更可否 可 不可 不可 ガバナンスにより提案・可決されることで、発行上限が設けられる可能性はある

変更⽅法 発行プログラムの変更 - - ガバナンスに変更を提案し、それが可決される

変更の制約条件 − - - ト−クン保有者の投票で過半数の賛成を得る必要がある。ただし、提案の仕方によって過
半数の定義は異なる。

発⾏済み数量 74,542,826 LTC (2024/5/18時点) 446,705,787 AVAX（2024/10/17時点）
1,000,000,000,000,000 SHIB
この内の約10億SHIBが償却され、さらに400兆SHIB以上がデッドアドレスに送金されて
いる（2023/12/6時点）

1.485B DOT (2024/8/26時点)

概要説明書更新年⽉⽇

取
引
単
位
・
交
換
制
限

基
礎
情
報

連
動
す
る
資
産
の
有
無
等

付
加
価
値

発
⾏
状
況



今後の発⾏予定または発⾏条件

・採掘者は1ブロック発掘するごとに6.25LTCが与えられる
・この数は約4年ごとに半減する（840,000ブロックごと）
１回目: 2015年8月26日、２回目: 2019年8月5日、3回目: 2023年8月2日

・Litecoinネットワ−クでは、Bitcoinのおおよそ4倍の量の暗号資産、約840,000,000枚の
Litecoinが生成される事になる

ブロック生成ごとにステ−キング報酬分が発行され、その報酬量はMinting Functionという
関数に従う。発行上限は720,000,000 AVAXで固定されているが、上限に至るまでの発行
速度はガバナンスにより変更され得る。

なし

2026年3月14日付でDOTの新規発行ル−ルが変更され、2026年度の年間発行量は約55M
（従来は約120M）に抑制された。以降は、2年ごとに総発行上限（2.1B）から既発行量を
差し引いた残存供給量に対して13.14%を新規発行する方式へ移行しており、残存供給量
の減少に伴い新規発行量も段階的に減少する設計となっている。

過去３年間の発⾏状況 − 2020年9月21日に360,000,000AVAXが発行
初期発行時にEthereumの開発者の一人であるヴィタリック氏のアドレスに総発行量の
50％が送金され、そのうち約82%（総発行量の41％）にあたるSHIBを償却（所有者が存
在しないデッドアドレスに送金）している。

・初期発行：10,000,000 DOT
・ト−クン分割：2020年8月21日にト−クン分割を行い、1 DOT (old) = 100 DOTの変換が
行われた。

2026年3月14日付でDOTの新規発行ル−ルが変更され、2026年度の年間発行量は約55M
（従来は約120M）に抑制された。以降は、2年ごとに残存供給量（総発行上限2.1B−既発
行量）の13.14%を新規発行する。

過去３年間の発⾏理由 − ICOによる資金調達、ステ−キング報酬 不明 ICO、ステ−キング報酬

過去３年間の償却状況 − ロ−ンチ時点から現在（2024/10/17）に至るまで4,461,303 AVAXが償却されている。ま
た、以下のURLよりリアルタイムでの償却状況が確認できる。https://burnedavax.com/

総発行量の50％が送金されたETH開発者の一人であるヴィタリック氏が送金されたうち
40％にあたる枚数のSHIBを償却（所有者が存在しないデッドアドレスに送金）してい
る。また、2024年3月8日～9日にコミュニティによって約135億SHIBが償却されている。

なし

過去３年間の償却理由 − デフレト−クンとするため 不明 −
発⾏者の⾏う発⾏業務に対する監査の有無 − あり - なし

監査を実施する者の⽒名⼜は名称 − Tokensofts社 - −
直近時点で⾏われた監査年⽉⽇ − 2020年7月15日 - −

直近時点における監査結果 −
Tokensoft社による内部監査を実施し、ト−クンセ−ルを行った際の購入者の入金額とト−ク
ンの販売量が整合するか確認された。監査の結果、販売時のシステムは正確であり、欠陥

が無いことが確認された。

- −

ブロックチェ−ン技術の利⽤の有無 あり あり あり あり

ブロックチェ−ンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェ−ン技術を利⽤しない場合には、その名称 − - - −
利⽤するブロックチェ−ン技術以外の技術の内容 − - - −

価値移転認証の仕組み
・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を
確認して価値移転記録台帳の記録を確定する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値記録公開/⾮公開の別 公開 公開 公開 公開

保有者個⼈デ−タの秘匿性の有無 あり あり あり あり

秘匿化の⽅法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明
オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）お
よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する

最低2,000AVAXを担保したバリデ−タ−がそれぞれがトランザクションを並列処理にて承認
作業を行い、確率的に結果が覆る事のない取引について承認を行う。AVAXの保有量が多
いほどトランザクションの記録者における影響力が上昇するため、記録者による悪意のあ

る行動を抑制し信頼性を保つことができる。

PoSにおけるActive Validatorの数は、1,584であり（2024年10月17日現在）、世界各地に
分布しており、価値移転ネットワ−クは分散性が高い。

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－ン）お
よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改窪の動機を排除し、信頼性を確保す
る。

PoSにおけるActive Validatorの数は、1,000,457であり（2024年4月30日現在）、世界各地
に分布されており、価値移転ネットワ−クは分散性が高い。

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－ン）お
よび記録者による多数決と承認者による確認を経て移転記録が認証される仕組みを用い、

多数の記録者のネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改竄の動機を排除し、信
頼性を確保する。

記録者の数 記録者の数は不明。ただし、ノ−ド数は883（2024年５月18日現在） 1,584（2024年10月17日現在）
https://subnets.avax.network/stats/validators

Ethereumブロックチェ−ン上に発行されるERC20ト−クンであるため、記録者に関する情
報はEthereumに依存する。

Ethereumの記録者数:
1,068,497（2024年8月26日現在）
https://beaconcha.in/validators#active

600（2026年4月15日現在）

https://data.parity.io/staking?utm_source=chatgpt.com

記録者の分布状況 記録者の分布は不明。ただし、ノ−ドの分布状況はアメリカ、ドイツ、フランス、カナダ
など

米国、ドイツ、日本、英国など 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など アジア、ヨ−ロッパ、アメリカなど。

記録者の主な属性 不特定、誰でも一定の要件を満たすことで記録者になることができる。 不特定。2,000 AVAXを担保する事で誰でもネットワ−クに参加することができる。 不特定。バリデ−タソフトウェアを有効化するために32 ETHをデポジット（ステ−キン
グ）することで誰でも自由に記録者になることができる。

報酬を得るためにステ−キング活動を行っているステ−キングプ−ル及びプ−ル参加者であ
る

記録の修正⽅法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。 トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。

ポルカドットでは、記録者としてガバナンスに参加する際にDOTをロックアップ（ステ−
ク）する必要があるため、他の記録者と結託し、悪意を持ってブロックチェ−ンの改ざん
等を試みた場合、ポルカドット及びロックアップしたDOTの価値毀損を伴う可能性があ
る。

また、ロックアップしたDOTを没収するスラッシュという仕組みが実装されている。し
たがって、記録者がコンセンサスアルゴリズムに従って正常な記録承認作業を行うことが

合理化されるよう設計されている。

記録者の信⽤⼒に関する説明 記録者が多数であることによって、個々の記録者の信用に頼らない仕組みを構築している

ため、価値喪失の可能性はない

記録者（バリデ−タ−）には2,000AVAXをステ−キングすれば誰でもなることができるが、
記録者が検証に参加しない、不正を行った場合は、ステ−キング期間終了時に支払われる
報酬額が減少する仕組みになっている

記録者（バリデ−タ−）には32ETHステ−キングすれば誰でもなることができるが、記録者
が悪意を持つ行動をおこなった場合、ステ−キングしたETHが一部または全部没収される
仕組みになっている

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることに

よって、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎として

いる。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし あり あり なし

監査を実施する者の⽒名⼜は名称 − Halborn社（https://halborn.com/）

＜go-ethereum＞
TrueSec社

＜Prysm＞
Quantstamp社

−

直近時点で⾏われた監査年⽉⽇ − 2021年9月14日

＜go-ethereum＞
2017年4月25日

＜Prysm＞
2020年10月13日

−

その監査結果 −
Halborn社、Warden Audit v1.1のレポ−ト内でセキュリティレベルの高い問題1点が確認さ
れたものの、同問題は監査期間中の2021/6/10に解決した旨を明らかにしている。なお、
その他セキュリティレベルの高い欠陥は報告されていない。

＜go-ethereum＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜Prysm＞
4つのHigh Risk Issueが発見され、内3つは解決済みで、１つは解決不要という判断となっ
た。

−

（統括者に関する情報） − −
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし

統括者の名称 − - - −
統括者の所在地 − - - −
統括者の属性 − - - −
統括者の概要 − - - −

価値移転ネットワ−クの脆弱性に関する特記事項 多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を

用いることによって、記録台帳を改竄することや発行プログラムを改変することができる

信頼するバリデ−タ−が意に反して結託した場合、台帳とデ−タは改ざんされる可能性があ
る。

他のPoSを採用しているブロックチェ−ンと同様に、Ethereumの多数のバリデ−タ−（記録
者）が結託して取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログラムの改窪が可能で

あるが、記録者が十分に分散している状況では改窪は発生しにくいものと考えられる。

Nominated Proof of Stake（NPoS）コンセンサスアルゴリズムの下では、記録者が結託し
て1/3以上の投票力を獲得した場合、妨害することが可能であるが、記録者が十分に分散
している状況では妨害は発生しにくいものと考えられる。

発⾏者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 なし

AVAXの発行主体であるAva Labsは、開発をリ−ドしている組織であるため、破綻により
開発が遅延又は停止した場合、価値が毀損する可能性がある。ただし、AVAXの発行及び
記録が行われているブロックチェ−ンはすでにリリ−スされ分散型の運用が行われているこ
とから、発行者が破綻したとしても価値が完全に消失する可能性は低いと考えられる。

なし

正常に価値が記録されなくなることによる価値の損失を懸念して価格が下がる可能性はあ

るが、Polkadotは世界中に記録者が分散するパブリックブロックチェ−ンであるため、非
中央たる発行者が破綻したとしても通貨の価値喪失に繋がる可能性は非常に低いと考えら

れる。

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 −

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失す

る可能性がある。ただし、バリデ−タ−は各国に分散しており、全てが同時に破綻する可能
性は極めて低いと考えられる。また、2023年9月20日時点のアクティブバリデ−タ−は全世
界に1,307存在しているため、価値移転記録者の一部が破綻した場合であっても、価値移
転作業に影響はないと考えられる。

ステ−キングプ−ルのLidoなど、バリデ−タ−の占有率が高い記録者が破綻した場合、価格の
下落が予想されるが、記録者の総数は100万以上存在し（24年4月現在）、世界各地に分
散されおり十分な分散性があるため、価値喪失の可能性は低い。

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失す

る可能性があるものの、記録者が十分に分散している状況ではそのような状況は発生しに

くいものと考えられる。

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
・一旦、分岐したブロックの一方が否決された場合、否決されたブロックに収録された取

引は再び認証を得なければ、次の送金が行なえなくなる

・記録者の目に留まらず、未承認デ−タのまま放置される恐れあり

Avalancheでは確率論的に決定される一部ノ−ドの検証によりコンセンサスを得る方式を採
用しているため、バリデ−タ−の増加による記録遅延が発生しない仕組みとなっている。

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。

ただしプロト・ダンクシャ−ディング(L2のデ−タ使用量を削減することでスケ−ラビリティ
を向上させるアップデ−ト)など、この問題解決に向けて開発が進められている。

なし
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プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有デ−タの改竄、同一のLitecoinの異なる者との
取引、複数の所有者が同一のLitecoinを同時に保有する状況などの不適切な状態に陥るこ
とを排除しているが、未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生

じた脆弱性を利用し、デ−タが改竄され、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性があ
る。

Avalancheには、過去に発生したプログラムの不具合は存在しない。また、監査機関の
Halborn社による監査において危機的な問題点は認められなかった。

Ethereum上にデプロイされたSHIBのコントラクトに脆弱性があった場合に不正に資産が
盗み取られるリスクがある。ただし、これはスマ−トコントラクトの脆弱性に起因してお
り、またこれらはその他のERC20系暗号資産にも当てはまり、SHIB固有の懸念点ではな
い。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、

デ−タが改竄され、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性がある。

過去に発⽣したプログラムの不具合の発⽣状況に関する特記事項
・2016年、Cryptsy交換所（倒産）がハッキングを受け、100,000,000円相当のLTC
（300,000 LTC）が盗難に遭った事例がある
・BTCとは異なり、すべてのLTCがホットウォレットで管理されていたとされる

Avalancheへの不具合や脆弱性による被害は発生していないが、Avalancheプラットフォ−
ムを利用したDeFiプロジェクトZabu Finance、Vee Finance、Nereus Financeがサイバ−
攻撃の標的となり、資金が流出したケ−スが存在する。

SHIBとしては不具合の発生は確認されなかった。
Ethereumにおいて2020年11月11日、コンセンサスアルゴリズムに関連するバグによって
一時的に約30ブロックの間スプリットが発生したが、翌日にはソ−スコ−ドの修正が完了
している。この際、一部のサ−ビスプロバイダが一時的にサ−ビス提供を停止したことが確
認できた。SHIBへの影響は確認できなかった。
また、Ethereumにおいて2023年5月12日、ブロックのファイナライズが約30分間遅延す
る障害が発生したが、SHIBへの影響は確認できなかった。

なし

⾮互換性のアップデ−ト(ハ−ドフォ−ク）の状況 − なし

SHIBの基盤となるEthereumにおいて次の2つが発生している。
①2016年7月：DAO事件の際、ハ−ドフォ−クを実施
②2022年9月15日に大型アップグレ−ド「The Merge」の実施によりEthereum、
EthereumPoW、EthereumFairに分岐。ただし、SHIBコミュニティはEthereumのみサポ−
トしている。

なし（ポルカドットはハ−ドフォ−クを経由せずにアップデ−トを行うことが可能である）

今後の⾮互換性アップデ−ト予定 なし なし アップデ−トを目的としたハ−ドフォ−クが不定期に予定されている。 なし

正常な稼働に影響を与えたサイバ−攻撃の履歴 とくになし。 とくになし。 とくになし。 とくになし。

価格デ−タの出所
出所：CoinGecko
URL:https://www.coingecko.com/
基準日：2023年5月18日

出所：CoinMarketCap
URL:https://coinmarketcap.com/currencies/avalanche/#Markets
基準日：2024年10月17日

出所：CoinMarketCap
URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/shiba-inu/
基準日：2024年8月26日

出所：CoinMarketCap
URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/polkadot-new/
基準日：2026年4月15日

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） $83.87 $27.59 $0.00001513 $1.1806（2026年4月15日現在）
１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ¥13,054 ¥4,129 ¥0.002173 ¥187.50（2026年4月15日現在）
ドル/円計算レ−ト（基準日付） ¥155.65 ¥149.66 ¥143.62 ¥158.96（2026年4月15日現在）
四半期取引数量（現物、単位は百万円） − - - −

備
考

・Coincheck社保有⽐率：0.218%（24年4⽉9⽇時点）

・当該暗号資産は3つのチェ−ン（P-Chain、X-Chain、及びC-chain）が存在するが、Coincheck
社で取扱うAVAXはC-chainのみに対応している。そのため、C-chain以外を利⽤したAVAXの受
取、送⾦には対応していない。
・Coincheck社はAVAXの取扱い開始にあたり、当該暗号資産の発⾏者よりUSDCを受領した。
・Coincheck社保有⽐率：0.064%（24年10⽉7⽇時点）

・Coincheck社で取扱うSHIBはEthereumチェ−ンのみに対応している。そのため、Ethereum
チェ−ン以外を利⽤したSHIBの受取、送⾦には対応していない
・Coincheck社保有⽐率：0.331%（24年4⽉9⽇時点）

・Web3財団の保有状況は下記サイトにて確認できる
https://polkadot.dotreasury.com/#/
・Coincheck社保有⽐率：0.07%（26年4⽉15⽇時点）
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ペペ ザ・グラフ サンド ディセントラランド

2026年6月8日 2026年6月8日 2026年6月8日 2026年6月8日
⽇本語の名称 ぺぺ ザ・グラフ サンド ディセントラランド

現地語の名称 Pepe The Graph SAND Decentraland
呼称（⽇本語の名称と同じ場合は−表記） − − ザ・サンドボックス −
ティッカ−コ−ド（シンボル） PEPE GRT SAND MANA
発⾏開始（年、⽉、⽇） 2023年4月14日 2020年12月14日 2019年10月29日 2017年8月15日
時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $3,727,964,001（2025年4月30日現在） $949,011,551（2025年4月30日現在） $929,012,097 $598,896,230（2025年4月30日現在）
時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥530,115,548,886（2025年4月30日現在） ¥134,949,205,267（2025年4月30日現在） ¥145,136,872,083 ¥85,162,894,151（2025年4月30日現在）

主な利⽤⽬的 送金、決済、投資
ガバナンス投票、インデクサ−用途（報酬目的）、キュ−レ−タ−用途（報酬目的）、デリゲ
−タ−用途（報酬目的）、コンシュ−マ−用途（支払い目的） 送金、決済、投資 ゲ−ム内決済、ガバナンス

利⽤制限の有無 なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり

国内流通の有無 なし あり あり あり

店舗等の利⽤制限の有無 なし なし なし なし

利⽤制限を⾏う者の属性 − − − なし

利⽤制限の内容 − − − −

⼀般的な性格 Ethereumブロックチェ−ン上で発行されたERC-20ト−クンである。 ネットワ−ク内でデ−タプロバイダ−と消費者のやり取りを調整し、インセンティブを与え
る目的で発行された暗号資産

メタバ−ス「The Sandbox」上で利用される暗号資産 Decentralandの決済、ガバナンスのために発行された暗号資産。

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第1号 第1号 第1号 第1号
2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 − − − −
発⾏暗号資産に対する資産（⽀払準備資産）の有無および名称 なし なし なし なし

発⾏者に対する保有者の⽀払請求権（買取請求権） − なし なし なし

⽀払請求（買取請求）による受渡資産 − − − なし

発⾏者が保有者に付与するその他の権利 − なし なし なし

発⾏者に対して保有者が負う義務 − なし なし なし

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 なし なし なし なし

価値移転、保有情報を記録する電⼦情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン
保有・移転記録台帳の公開、⾮公開の別 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用しているため、公開されている
が、移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難である。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用しているため、公開されている
が、移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難である。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用している為、公開されているが、
移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェ−ンを採用している為、公開されているが、
移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難である。

利⽤者の真正性の確認

利用者の真正性の確認方法として、PEPEはEthereum上で発行されるERC20ト−クンであ
るため、Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タ
を特定することで真正性の確認が可能である。真正性の確認に必要な公開鍵は、ランダム

に生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成している。

利用者の真正性の確認方法として、The GraphはEthereum上で発行されるERC20ト−クン
であるため、Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タ
を特定することで真正性の確認が可能である。真正性の確認に必要な公開鍵は、ランダム

に生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成している。

利用者の真正性の確認方法として、SANDはEthereum上で発行されるERC20ト−クンであ
るため、Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タ
を特定することで真正性の確認が可能。真正性の確認に必要な公開鍵は、ランダムに生成

された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成している。

利用者の真正性の確認方法として、MANAはEthereum上で発行されるERC20ト−クンであ
るため、Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転デ−タ
を特定することで真正性の確認が可能である。真正性の確認に必要な公開鍵は、ランダム

に生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成している。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of Stake (PoS)
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合

意する必要があるが、その合意形成方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量

が多いほどブロック生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。

Proof of Stake (PoS)
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合

意する必要があるが、その合意形成方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量

が多いほどブロック生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。

Proof of Stake

Proof of Stake (PoS)
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合

意する必要があるが、その合意形成方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量

が多いほどブロック生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。

誕⽣時に技術的なベ−スとなったコインの有無とその名称
（アルトコインのみ）

ETH ETH ETH ETH

取引単位の呼称 PEPE GRT SAND MANA
保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 PEPE 0.000000000000000001 GRT 0.000000000000000001 SAND 0.000000000000000001 MANA
交換可能な通貨⼜は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 なし なし なし なし

制限内容 − − − −
交換市場の有無 あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし なし あり なし

価値連動する資産等の名称 − − ｍSAND −

価値連動する資産等の内容 − − Polygon PoSチェ−ン上で発行された「SAND」。「mSAND」はThe Sandboxプラット
フォ−ム上でステ−キングが可能で報酬を得られる。 −

価値連動する資産との交換の可否 − − 可 −
価値連動する資産との交換⽐率 − − 1:1 −
価値連動する資産との交換条件 − − The Sandboxプラットフォ−ムで交換（ブリッジ）する。GAS代が必要である。 −
その他の付加価値（サ−ビス）の有無 あり あり あり あり

付加価値（サ−ビス）の内容 Ethereum上のdAppsでの利用が可能
The Graphは、EthereumやIPFSなどの分散型ネットワ−クからデ−タを効率的に検索・取
得するためのインデックスプロトコルであり、誰でも「サブグラフ」と呼ばれるオ−プン
APIを作成・公開し、それを通じてブロックチェ−ンデ−タにクエリを実行できる。

・メタバ−ス（The Sandbox）上でプレイヤ−がゲ−ムやアイテムを作成・所有し、報酬を
受け取ることができるが、日本在住のユ−ザ−には制限が設けられている。
・ｍSANDをステ−キングすることで報酬を得ることができる。

ユ−ザ−はDecentralandのメタバ−ス（VR）プラットフォ−ム上にアクセスすることがで
き、仮想空間上のランド（土地）にセットされたア−ト街やゲ−ム、イベントに参加するこ
とができる。

また、ユ−ザ−はDecentralandのマ−ケットプレイスにおける取引決済手段としてMANAの
利用も可能である

過去3年間の付加価値（サ−ビス）の提供状況 問題無く提供されている。

メインネットロ−ンチ以来、アプリ開発者はサブグラフクエリを介してインデックス化さ
れたブロックチェ−ンデ−タにアクセスできるようになった。2024年の第3四半期には、50
億を超えるデ−タクエリがThe Graph Networkによって処理され、The Graphのユ−ティリ
ティト−クンであるGRTを使用して支払いが行われた。

21年12月よりmSANDのステ−キングが開始し、24年5月現在も継続中である。

・2020年2月20日、Decentralandのメタバ−ス（VR）プラットフォ−ムがロ−ンチされた。
・2022年、プライベ−ト仮想スペ−ス「world」がリリ−ス
・2023年、最新バ−ジョンのDecentralandクリエ−タ向けソフトウェア（SDK7）がリリ−
ス

・2024年10月21日、最新バ−ジョン（decentraland2.0）のディスクトップクライアントが
リリ−ス

発⾏者 不明 あり あり あり

発⾏主体の名称 不明 Edge & Node Ventures, Inc. (旧: Graph Protocol, Inc.) TSBMV Global Limited Decentraland Foundation
発⾏主体の所在地 不明 548 Market St PMB 91267 San Francisco 94104-5401 イギリス領ケイマン諸島 2385 Marron Rd Carlsbad, California 92008 US
発⾏主体の属性等 不明 法人組織 システム開発業者 非営利団体

発⾏主体概要 匿名の発行者

Edge & NodeはThe Graphコミュニティとともにプロトコルの継続的な開発をサポ−トする
ことに加え、製品開発、The Graphエコシステム内のプロトコルやdappsへの投資、暗号
資産ネットワ−クへの積極的な参加を通じて、より広範なDeFiおよびweb3エコシステムを
サポ−トすることを目的としている。

発行主体であるTSBMV Global Limitedは、仮想空間上のゲ−ムプラットフォ−ムThe
Sandboxを提供しており、プラットフォ−ムにおける通貨としてSANDを発行している

2015年、Manuel Araoz氏とEsteban Ordano氏により発案されたデジタルな土地をブロッ
クチェ−ン技術で登録する構想は、VR（バ−チャルリアリティ）技術を組み合わせた仮想
空間プラットフォ−ムとして進化を遂げ、2020年2月20日にDecentralandとしてロ−ンチさ
れた。同年にはDecentraland DAO（以下、DAO）とDecentraland Foundation（以下、
Foundation）が設立され、それぞれガバナンスとプラットフォ−ムの継続的な開発を担当
した。

Foundationは開発者ツ−ルや基盤構築と維持を担ってきたが、Decentralandの進化に伴い
段階的に廃止され、2030年までにプラットフォ−ムが完全にDAO主導の運用となることが
公表されている。

発⾏暗号資産の信⽤⼒に関する説明

PEPEは、イ−サリアムのプラットフォ−ムを利用して発行されたERC−20ト−クンであるた
め、イ−サリアムの信用力に依存する。
イ−サリアムは多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みと、ブ
ロックチェ−ンによる保有・移転記録の管理とその記録の公開によって信用力を高めてい
る。

また、記録者による記録が継続され、市場で取引されているという実績がある。

The Graphは、イ−サリアムのプラットフォ−ムを利用して発行されたERC−20ト−クンであ
るため、イ−サリアムの信用力に依存する。
イ−サリアムは多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みと、ブ
ロックチェ−ンによる保有・移転記録の管理とその記録の公開によって信用力を高めてい
る。

また、記録者による記録が継続され、市場で取引されているという実績がある。

SANDは、イ−サリアムのプラットフォ−ムを利用して作られたERC−20ト−クンであるた
め、イ−サリアムの信用力に依存する。
イ−サリアムは多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みと、ブ
ロックチェ−ンによる保有・移転記録の管理とその記録の公開によって信用力を高めてい
る。

また、SANDは実際にホワイトペ−パ−通りに運営されており、記録者による記録が継続さ
れ、市場で取引されているという実績がある。

MANAは、イ−サリアムのプラットフォ−ムを利用して作られたERC−20ト−クンであるた
め、イ−サリアムの信用力に依存する。
イ−サリアムは多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みと、ブ
ロックチェ−ンによる保有・移転記録の管理とその記録の公開によって信用力を高めてい
る。

また、記録者による記録が継続され、市場で取引されているという実績がある。

発⾏⽅法 Ethereum ERC-20 Token Standard
The GraphはERC20ト−クンとして、初期発行時に10,000,000,000 GRTがEthereumブロッ
クチェ−ン上で発行された。その後は、インデクサ−、キュ−レ−タ−、デリゲ−タ−に対する
報酬を目的にGRTは自動発行される。

2019年10月29日にEthereumブロックチェ−ン上のERC20ト−クンとして、3,000,000,000
SANDが全量発行された

MANAはERC20ト−クンとして、2017年8月15日時点でEthereumブロックチェ−ン上で発行
された。

発⾏可能数 420,690,000,000,000 PEPE 上限なし 3,000,000,000 SAND 2,193,883,827 MANA
発⾏可能数の変更可否 不可 可 不可 不可

変更⽅法 − コミュニティ投票および評議会での決議により変更される − −
変更の制約条件 − − − −
発⾏済み数量 420,690,000,000,000 PEPE 10,800,262,823 GRT 3,000,000,000 SAND 2,193,179,327 MANA

概要説明書更新年⽉⽇

取
引
単
位
・
交
換
制
限

基
礎
情
報

連
動
す
る
資
産
の
有
無
等

付
加
価
値

発
⾏
状
況



今後の発⾏予定または発⾏条件 今後の発行予定はなし − なし なし

過去３年間の発⾏状況 初期発行として420,690,000,000,000 PEPEを発行 初期発行された10,000,000,000 GRTと合わせて、ステ−キング報酬用として追加発行され
た。

2020年8月にト−クンセ−ルを実施、すでに全量の3,000,000,000 SANDを発行している。 2025年2月25日現在、過去3年間の発行に関する情報は確認されなかった

過去３年間の発⾏理由 初期発行として420,690,000,000,000 PEPEを発行 デ−タプロバイダ− (インデクサ−、デリゲ−タ−) にインセンティブを与える目的で発行され
た

資金調達、プラットフォ−ムのエコシステム構築を目的として発行 2025年2月25日現在より過去3年間の発行はなし

過去３年間の償却状況 2023年10月24日、約6.9兆PEPE（当時の価値で約550万ドル）をバ−ンしている。
デ−タ消費者からデ−タプロバイダ− (インデクサ−、デリゲ−タ−、キュレ−タ−)に支払われ
るプロトコル手数料の一部が償却対象となる。これらの償却率はコミュニティおよび評議

会によって決定される。

4,476.62604531487 SAND（2024年5月17日時点） あり

過去３年間の償却理由 − インフレ抑制を目的とした償却 不明 MANAト−クンのデフレを目的に償却（Burn）された。
発⾏者の⾏う発⾏業務に対する監査の有無 − あり なし あり

監査を実施する者の⽒名⼜は名称 − OpenZeppelin − Open Zeppelin
直近時点で⾏われた監査年⽉⽇ − 2021年4月27日 − 2017年7月22日

直近時点における監査結果 − 監査の結果、中程度の問題が2点、低程度の問題が2点見つかったが、すべて修正ずみであ
る

− コ−ド監査によって挙げられた問題点は、コ−ドのアップデ−トに伴い修正済みである

ブロックチェ−ン技術の利⽤の有無 あり あり あり あり

ブロックチェ−ンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェ−ン技術を利⽤しない場合には、その名称 − − − −
利⽤するブロックチェ−ン技術以外の技術の内容 − − − −

価値移転認証の仕組み 台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号デ−タを記録者が解読し、利用者および移転内容の
真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値記録公開/⾮公開の別 公開 公開 公開 公開

保有者個⼈デ−タの秘匿性の有無 あり なし あり あり

秘匿化の⽅法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－ン）お
よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改竄の動機を排除し、信頼性を確保す
る。

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－ン）お
よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改窺の動機を排除し、信頼性を確保す
る。

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－ン）お
よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改窺の動機を排除し、信頼性を確保す
る。

PoSにおけるActive Validatorの数は、1,000,457であり（2024年4月30日現在）、世界各地
に分布しており、価値移転ネットワ−クは分散性が高い。

オ−プンネットワ−クの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－ン）お
よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワ−クへの参加を得ることによって、デ−タ改窺の動機を排除し、信頼性を確保す
る。

記録者の数 1,052,084（2025年3月13日現在） 1,052,084（2025年3月13日現在）

Ethereumブロックチェ−ン上に発行されるERC20ト−クンであるため、記録者に関する情
報はEthereumに依存する。

Ethereumの記録者数（2024年05月14日）
1,010,155
https://beaconcha.in/validators#active

1,052,084（2025年3月13日現在）

記録者の分布状況 米国、ドイツ、カナダ、英国など 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など

記録者の主な属性 不特定。バリデ−タソフトウェアを有効化するために32ETHをデポジット（ステ−キング）
することで誰でも自由に記録者になることができる。

不特定。バリデ−タソフトウェアを有効化するために32ETHをデポジット（ステ−キング）
することで誰でも自由に記録者になることができる。

不特定。バリデ−タソフトウェアを有効化するために32 ETHをデポジット（ステ−キン
グ）することで誰でも自由に記録者になることができる。

不特定。バリデ−タソフトウェアを有効化するために32ETHをデポジット（ステ−キング）
することで誰でも自由に記録者になることができる。

記録の修正⽅法 トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。 トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。 トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。 トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。

記録者の信⽤⼒に関する説明
記録者（バリデ−タ−）には32ETHステ−キングすれば誰でもなることができるが、記録者
が悪意を持つ行動をおこなった場合、ステ−キングしたETHが一部または全部没収される
仕組みになっている。

記録者（バリデ−タ−）には32ETHステ−キングすれば誰でもなることができるが、記録者
が悪意を持つ行動をおこなった場合、ステ−キングしたETHが一部または全部没収される
仕組みになっている。

記録者（バリデ−タ−）には32ETHステ−キングすれば誰でもなることができるが、記録者
が悪意を持つ行動をおこなった場合、ステ−キングしたETHが一部または全部没収される
仕組みになっている

記録者（バリデ−タ−）には32ETHステ−キングすれば誰でもなることができるが、記録者
が悪意を持つ行動をおこなった場合、ステ−キングしたETHが一部または全部没収される
仕組みになっている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 あり あり あり あり

監査を実施する者の⽒名⼜は名称

＜go-ethereum＞
TrueSec社

＜Prysm＞
Quantstamp社

＜go-ethereum＞
TrueSec社

＜Prysm＞
Quantstamp社

＜go-ethereum＞
TrueSec社

＜Prysm＞
Quantstamp社

＜go-ethereum＞
TrueSec社

＜Prysm＞
Quantstamp社

直近時点で⾏われた監査年⽉⽇

＜go-ethereum＞
2017年4月25日

＜Prysm＞
2020年6月19日

＜go-ethereum＞
2017年4月25日

＜Prysm＞
2020年6月19日

＜go-ethereum＞
2017年4月25日

＜Prysm＞
2020年10月13日

＜go-ethereum＞
2017年4月25日

＜Prysm＞
2020年6月19日

その監査結果

＜go-ethereum＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜Prysm＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜go-ethereum＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜Prysm＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜go-ethereum＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜Prysm＞
4つのHigh Risk Issueが発見され、内3つは解決済みで、１つは解決不要という判断となっ
た。

＜go-ethereum＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜Prysm＞
クリティカルな脆弱性は発見されなかった

（統括者に関する情報） − − − −
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし

統括者の名称 − − − −
統括者の所在地 − − − −
統括者の属性 − − − −
統括者の概要 − − − −

価値移転ネットワ−クの脆弱性に関する特記事項
他のPoSを採用しているブロックチェ−ンと同様に、Ethereumの多数のバリデ−タ−（記録
者）が結託して取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログラムの改竄が可能で

あるが、記録者が十分に分散している状況では改竄は発生しにくいものと考えられる。

他のPoSを採用しているブロックチェ−ンと同様に、Ethereumの多数のバリデ−タ−（記録
者）が結託して取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログラムの改窺が可能で

あるが、記録者が十分に分散している状況では改窺は発生しにくいものと考えられる。

他のPoSを採用しているブロックチェ−ンと同様に、Ethereumの多数のバリデ−タ−（記録
者）が結託して取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログラムの改窺が可能で

あるが、記録者が十分に分散している状況では改窺は発生しにくいものと考えられる。

他のPoSを採用しているブロックチェ−ンと同様に、Ethereumの多数のバリデ−タ−（記録
者）が結託して取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログラムの改窺が可能で

あるが、記録者が十分に分散している状況では改窺は発生しにくいものと考えられる。

発⾏者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 なし

発行者が破綻した場合、The Graphの開発が停止するため、GRTの価値が下落する可能性
はある。ただし、発行者は、2019年から2022年の間に約60Mドル、2020年10月25日の
ICOにて約12Mドルの調達を行い運用資金を確保しているため、発行者が破綻する可能性
は低いと考えられる。

TSBMV Global LimitedはThe Sandboxのプラットフォ−ムを統括する組織であるため、将
来的に分散型組織になるべく進められているが途中で破綻により開発が遅延又は停止した

場合、価値が毀損する可能性がある。

ただし、発行済のト−クン自体はチェ−ン上に流通しており、万一破綻した場合であっても
発行者に依存しない利用用途が付加されている場合、価値が消失する可能性は低い

発行者が破綻した場合には、一時的にMANAの価値が下落する可能性はある。ただし、
DecentralandはDAOの運用に伴い、プロジェクトの開発方針や資金用途の権限をコミュニ
ティに委ねているため、開発者の破綻が理由で価値喪失には至らないと判断している。

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項
ステ−キングプ−ルのLidoなど、バリデ−タ−の占有率が高い記録者が破綻した場合、価格の
下落が予想されるが、記録者の総数は100万以上存在し（25年3月現在）、世界各地に分
散されおり十分な分散性があるため、価値喪失の可能性は低い。

ステ−キングプ−ルのLidoなど、バリデ−タ−の占有率が高い記録者が破綻した場合、価格の
下落が予想されるが、記録者の総数は100万以上存在し（25年3月現在）、世界各地に分
散されおり十分な分散性があるため、価値喪失の可能性は低い。

ステ−キングプ−ルのLidoなど、バリデ−タ−の占有率が高い記録者が破綻した場合、価格の
下落が予想されるが、記録者の総数は100万以上存在し（24年4月現在）、世界各地に分
散されおり十分な分散性があるため、価値喪失の可能性は低い。

ステ−キングプ−ルのLidoなど、バリデ−タ−の占有率が高い記録者が破綻した場合、価格の
下落が予想されるが、記録者の総数は100万以上存在し（25年3月現在）、世界各地に分
散されおり十分な分散性があるため、価値喪失の可能性は低い。

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。

ただしプロト・ダンクシャ−ディング（L2のデ−タ使用量を削減することでスケ−ラビリ
ティを向上させるアップデ−ト）など、この問題解決に向けて開発が進められている。

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。

ただしプロト・ダンクシャ−ディング（L2のデ−タ使用量を削減することでスケ−ラビリ
ティを向上させるアップデ−ト）など、この問題解決に向けて開発が進められている。

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。

ただしプロト・ダンクシャ−ディング（L2のデ−タ使用量を削減することでスケ−ラビリ
ティを向上させるアップデ−ト）など、この問題解決に向けて開発が進められている。

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。

ただしプロト・ダンクシャ−ディング（L2のデ−タ使用量を削減することでスケ−ラビリ
ティを向上させるアップデ−ト）など、この問題解決に向けて開発が進められている。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項

Ethereum上にデプロイされたPEPEのコントラクトに脆弱性があった場合に不正に資産が
盗み取られるリスクがある。ただし、これはスマ−トコントラクトの脆弱性に起因してお
り、またこれらはその他のERC20系暗号資産にも当てはまり、PEPE固有の懸念点ではな
い。

Ethereum上にデプロイされたThe Graphのコントラクトに脆弱性があった場合に不正に資
産が盗み取られるリスクがある。ただし、これはスマ−トコントラクトの脆弱性に起因し
ており、またこれらはその他のERC20系暗号資産にも当てはまり、GRT固有の懸念点で
はない。

Ethereum上にデプロイされたSAND発行のためのスマ−トコントラクトに脆弱性があった
場合に不正にSANDが盗み取られるリスクがある。ただし、これはスマ−トコントラクト
の脆弱性に起因しており、またこれらはその他のERC20系暗号資産にも当てはまり、
SAND固有の懸念点ではない。

Ethereum上にデプロイされたMANAのコントラクトに脆弱性があった場合に不正に資産が
盗み取られるリスクがある。ただし、これはスマ−トコントラクトの脆弱性に起因してお
り、またこれらはその他のERC20系暗号資産にも当てはまり、MANA固有の懸念点ではな
い。

過去に発⽣したプログラムの不具合の発⽣状況に関する特記事項 PEPEとしては不具合の発生は確認されなかった。 The Graphとしての不具合の発生は確認されなかった。

SANDとしては不具合の発生は確認されなかった。
Ethereumにおいて2020年11月11日、コンセンサスアルゴリズムに関連するバグによって
一時的に約30ブロックの間スプリットが発生したが、翌日にはソ−スコ−ドの修正が完了し
ている。この際、一部のサ−ビスプロバイダが一時的にサ−ビス提供を停止したことが確認
できた。

SANDへの影響は確認できなかった。

MANAとしての不具合の発生は確認されなかった。

⾮互換性のアップデ−ト(ハ−ドフォ−ク）の状況

PEPEの基盤となるEthereumにおいて直近3年間で以下のハ−ドフォ−クが実施されてい
る。 
①2023年4月12日 (Shapella) 
②2024年3月13日 (Dencun)

The Graphの基盤となるEthereumにおいて直近3年間で以下のハ−ドフォ−クが実施されて
いる。

① 2023年4月12日 (Shapella)
② 2024年3月13日 (Dencun)

SANDの基盤となるEthereumにおいて次の2つが発生している。
①2016年7月：DAO事件の際、ハ−ドフォ−クを実施
②2022年9月15日に大型アップグレ−ド「The Merge」の実施によりEthereum、
EthereumPoW、EthereumFairに分岐。ただし、SANDはEthereumのみサポ−トしている。

MANAの基盤となるEthereumにおいて直近3年間で以下のハ−ドフォ−クが実施されてい
る。

① 2023年4月12日 (Shapella)
② 2024年3月13日 (Dencun)

今後の⾮互換性アップデ−ト予定 PEPEの基盤となるEthereumにおいてアップデ−トを目的としたハ−ドフォ−クが不定期に
予定されている。

GRTの基盤となるEthereumにおいてアップデ−トを目的としたハ−ドフォ−クが不定期に予
定されている。

アップデ−トを目的としたハ−ドフォ−クが不定期に予定されている。 MANAの基盤となるEthereumにおいてアップデ−トを目的としたハ−ドフォ−クが不定期に
予定されている。

正常な稼働に影響を与えたサイバ−攻撃の履歴 なし なし とくになし。 なし

価格デ−タの出所 出所：CoinMarketCap
URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/pepe/

出所：CoinMarketCap
URL：https://coinmarketcap.com/currencies/the-graph/

出所：CoinGecko
URL:https://www.coingecko.com/
基準日：2024年5月15日

出所：CoinMarketCap
URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/decentraland/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） $0.000008862（2025年4月29日終値） $0.09708（2025年4月29日終値） $0.4099 $0.3084（2025年4月29日終値）
１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ¥0.001261（2025年4月29日終値） ¥13.82（2025年4月29日終値） ¥64.04 ¥43.88（2025年4月29日終値）
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ドル/円計算レ−ト（基準日付） ¥142.94 ¥142.94 ¥155.23 ¥142.94
四半期取引数量（現物、単位は百万円） − − − −

備
考

−

The Graphにはネットワ−クの安全性とト−クンの経済的健全性を維持するため、インフレ−ショ
ンと償却（バ−ン）の仕組みがある。

■インフレ−ション
インデクサ−（ノ−ドオペレ−タ−）がサブグラフ（特定のブロックチェ−ンデ−タ
の集合）にステ−クを割り当てる報酬として年3％新規発⾏される。
■バ−ン
クエリ⼿数料やスラッシングにより年約1%が償却（バ−ン）される。

詳細は「Token Supply:Burning & Issuance」にて確認することができる。
https://thegraph.com/docs/en/resources/tokenomics/#token-supply-burning--issuance

・Coincheck社で取扱うThe GraphはEthereumチェ−ンのみに対応している。そのため、
Ethereumチェ−ン以外を利⽤したThe Graphの受取、送⾦には対応していない。

・Coincheck社で取扱うSANDはEthereumチェ−ンのみに対応している。そのため、Ethereum
チェ−ン以外を利⽤したSANDの受取、送⾦には対応していない。
・Coincheck社はSANDの取扱開始にあたり、TSBMV Global Limitedと同社が発⾏するNFT
（LNAD）を割引で仕⼊れることが可能となる契約を⾏った。
・Coincheck社保有⽐率（24年4⽉9⽇時点：0.628%）

・Coincheck社で取扱うMANAはEthereumチェ−ンのみに対応している。そのため、Ethereum
チェ−ン以外を利⽤したMANAの受取、送⾦には対応していない。

流
通
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